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 第１章 計画の基本的事項 

1．計画策定の背景 

本市では、良好な環境の保全及び創造を図り次世代に引き継ぐため、「美しい山形をつ

くる基本条例」に基づき、平成５（1993）年度に「山形市環境計画（第１次）」、平成 13

（2001）年度に「山形市新環境計画（第２次）」、平成 22（2010）年度に「山形市環境基

本計画（第３次）」を策定し、市民・事業者・行政が連携・協力した施策や事業を推進し

てきました。 

その後、東日本大震災の福島第一原子力発電所の事故による国のエネルギー政策の見

直しや、「パリ協定」の発効など国内外の環境を取り巻く情勢等が大きく変化したことな

どから平成 28（2016）年度に「山形市環境基本計画（第３次）」の見直しを行い、環境課

題に対し的確に対応してきました。 

近年、地球温暖化＊1の進行やその影響による異常気象、生物多様性の損失、さらに、

東日本大震災後のエネルギー問題などを契機として、環境に対する社会の意識が大きく

変革し、脱炭素社会＊2・循環型社会＊3に向けた動きが加速化しています。 

国連では、平成27（2015）年９月に、全世界が取り組むべき普遍的な目標として「持

続可能な発展のための2030アジェンダ」が採択され、持続可能な開発目標「SDGs」が掲

げられました。この中では、エネルギーや地球温暖化の問題とともに、消費や製造の責

任、海や陸の豊かさを守るなど、複合的な課題の統合的解決が求められています。 

また、令和２（2020）年の新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の世界的な拡大は、

新しい生活様式への対応など、私たちの生活や働き方に大きな変化をもたらしました。

感染拡大の終息後も、これらの変化に対応し、感染症に強いまちづくりを進めていく必

要があります。 

こうした中、「山形市環境基本計画（第３次）」の計画期間の終期を迎えることから本

市における環境に関する状況や課題を幅広くかつ的確に把握し、長期的な視野に立った、

今後の環境施策を総合的かつ計画的に実施及び推進するため「第４次山形市環境基本計

画」を策定するものです。 

 

■計画策定の経過 

計 画 名 計 画 期 間 

山形市環境計画 （第１次） 平成 ５（1993）年度～平成 12（2000）年度 

山形市新環境計画 （第２次） 平成 13（2001）年度～平成 22（2010）年度 

山形市環境基本計画 （第３次） 平成 23（2011）年度～令和 ２（2020）年度 

 

2．計画の目的 

本計画は、「山形市基本構想＊4」に掲げるめざす将来都市像『みんなで創る山形らしさが

輝くまち ～健康医療先進都市～』の実現を環境面から推進するとともに、本市の良好な環

境の保全及び創造に関する各種施策の方向と体系を明らかにすることを目的とします。 

また、市民・事業者・行政が主体的かつ積極的な行動と互いの連携・協力により良好

な環境の保全及び創造を図るため、共有する目標や各主体の役割を示すものです。  
 

 

※ （＊）のついている用語は、資料編に解説を掲載しています。 
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3．計画の位置づけ 

本計画は、「山形市基本構想＊4」・「山形市発展計画 2025＊5」を上位計画とし、「美しい山

形をつくる基本条例」第７条の規定に基づき策定する、本市の環境に関する最も基本とな

る計画です。本市の環境に関する施策・事業は、この計画に示す方向性に沿って推進する

ものとし、具体的な施策・事業は、個別計画において実施・検討するとともに、環境分野

関連計画における連携と整合性を図ります。 

 

 
4．計画期間 

令和３（2021）年度から令和 12（2030）年度の 10年間とし、期間の中間（令和７（2025）

年度を目処として）に計画内容の見直しを行います。 

ただし、本市の環境を取り巻く情勢や関連計画の改定状況を踏まえ、必要に応じて見

直しを行います。 

令和12年度
（2030年度）

中間見直し

令和３年度
（2021年度）

令和７年
（2025年度）

第４次山形市環境基本計画 計画期間  
5．計画の対象 

山形市全域を対象とし、対象とする環境要素は下記のとおりとします。 

ただし、新たな要素が生じた場合は必要に応じ追加します。 
 

地球環境 地球温暖化＊1、エネルギー対策 

生活環境 廃棄物、大気、水質、土壌、騒音・振動、悪臭、有害化学物質 

自然環境 動植物、森林、自然景観、里地里山、河川、地下水 

都市環境 公園、緑地、文化、歴史、都市景観 

【個別計画】 

山形市地球温暖化対策実行計画 

（区域施策編）＊6 

【環境分野関連計画】            

山形市基本構想・山形市発展計画 2025 

山形市都市計画マスタープラン＊8 

山形市一般廃棄物処理基本計画＊9 

山形市みどりの基本計画＊10 

山形市地域公共交通計画＊11 

山形市農業振興基本計画＊12 

山形市森林整備計画＊13 

山形市国土強靭化地域計画＊14 

山形市景観計画＊15 

その他関連計画 

美しい山形をつくる基本条例 

国・県の関連法・条例 

国・県の関連計画 

山形市役所地球温暖化対策 

実行計画（事務事業編）＊7 

エコアクションプラン 

 
第４次 

山形市環境基本計画 



3 

6．計画の構成 

 

第 1章 基本的事項 

１ 計画策定の背景  ２ 計画の目的  ３ 計画の位置づけ  ４ 計画期間 

５ 計画の対象    ６ 計画の構成 

※計画の目的や位置づけなどを整理します。 

 

第２章 現状と課題 

１ 環境を取り巻く情勢 

２ 山形市の状況 

３ 市民意識調査・意見交換会の結果 

※山形市の環境課題を整理します。 

第３章 めざす将来の環境像と基本目標 

１ めざす将来の環境像  ２ ５つの基本目標と 10 年後のめざす姿 

３ SDGs と計画の推進 ４ 施策の体系 

※めざす将来の環境像とその達成のための基本目標と 10 年後のめざす姿、SDGs と計画の関係、
施策の体系を示します。 

第４章 施策の展開 

〔基本目標１〕 脱炭素社会（ゼロカーボンシティ）   

〔基本目標２〕 循環型社会    〔基本目標３〕 自然との共生 

〔基本目標４〕 生活環境の保全  〔基本目標５〕 環境意識の向上   

※10年後のめざす姿の実現に向けた施策の方向性と市民・事業者・行政の各主体が実践する取組
みの例示や計画の成果を測るための評価指標を示します。 

第 5章 計画の推進体制及び進行管理 
１ 計画の推進体制  ２ 計画の進行管理 

※計画の推進体制を示します。   


	01_第４次山形市環境基本計画_本編
	　第１章 　計画の基本的事項
	1． 計画策定の背景
	2． 計画の目的
	3． 計画の位置づけ
	4． 計画期間
	5． 計画の対象
	6． 計画の構成

	　第２章 　現状と課題
	1． 環境を取り巻く情勢
	（１） 持続可能な開発目標「SDGs」
	（２） 気候変動対策をめぐる動向
	（３） 国の第五次環境基本計画の策定
	（４） 生物多様性をめぐる動向
	（５） 循環型社会をめぐる動向
	（６） 新型コロナウィルス感染症

	2． 山形市の状況
	（１） 気候変動の影響
	（２） 循環型社会
	（３） 自然との共生
	（４） 生活環境の保全
	（５） 環境意識の向上

	3． 市民意識調査・意見交換会の結果
	（１） 市民意識調査結果
	（２） 意見交換会


	　第３章 　めざす将来の環境像と基本目標
	1． めざす将来の環境像
	2． ５つの基本目標と10年後のめざす姿
	【 基本目標１ 】：脱炭素社会（ゼロカーボンシティ）
	【 基本目標２ 】：循環型社会
	【 基本目標３ 】：自然との共生
	【 基本目標４ 】：生活環境の保全
	【 基本目標５ 】：環境意識の向上

	3． SDGsと計画の推進
	4． 施策の体系

	　第４章 　施策の展開
	〔基本目標１〕脱炭素社会（ゼロカーボンシティ）
	（１） 建物等の省エネルギーの推進
	（２） 次世代自動車の普及促進
	（３） 環境に配慮したライフスタイルへの変革
	（１） 再生可能エネルギー等の導入促進
	（２） 分散型エネルギーの効率的利用の推進
	（１） まちのコンパクト化とネットワーク化の推進
	（２） 二酸化炭素吸収源の確保
	（３） 地域資源の有効活用と近隣自治体との連携
	（４） 先進技術の活用
	災害に強いまちづくりの推進
	（２） 適応策に関する情報の把握

	〔基本目標２〕循環型社会
	（１） ごみの発生抑制・排出抑制の推進
	（２） 再使用・再生利用の推進
	（３） 食品ロス削減の推進
	（４） プラスチック資源循環の推進
	（１） 一般廃棄物の適正処理の推進
	（２） 産業廃棄物の適正処理の推進
	（３） ポイ捨て・不法投棄対策

	〔基本目標３〕自然との共生
	（１） 生物多様性への理解の促進
	（２） 動植物の生息・生育環境の保全
	（３） 外来生物対策
	（１） 農地の保全
	（２） 森林の保全・育成・管理の推進
	（３） 水辺環境の保全
	（１） 鳥獣被害対策の強化
	（２） 集団化した動物による生活被害の低減

	〔基本目標４〕生活環境の保全
	（１） 良好な生活環境の保全
	（２） 地盤沈下の防止
	（３） フロン類の漏えい防止
	（４） 感染症に強いまちづくりの推進
	まちの美観の保全
	（２） 生活マナー・モラルの向上
	（１） 市街地緑化の推進
	親水空間の保全
	（３） 良好な景観形成の推進
	（４） 歴史・文化の継承

	〔基本目標５〕環境意識の向上
	（１） 環境情報の収集と発信
	（２） 地域資源の情報発信
	ライフステージに応じた環境教育・学習の推進
	（２） 体験型学習の推進
	（１） 環境保全活動への支援
	（２） 関係団体間の連携強化
	（３） 環境保全活動を支える人材の育成


	　第５章 　計画の推進体制及び進行管理
	1． 計画の推進体制
	2． 計画の進行管理


	02_第４次山形市環境基本計画_資料編
	資　料　編
	1． 美しい山形をつくる基本条例
	2． 計画策定の経緯及び環境審議会等
	計画策定の経緯
	山形市環境審議会委員
	山形市環境対策委員会及び環境対策連絡会議

	3． 関連する計画
	4． SDGsのゴールと施策との関連
	基本目標１　脱炭素社会
	基本目標２　循環型社会
	基本目標３　自然との共生
	基本目標４　生活環境の保全
	基本目標５　環境意識の向上

	5． 用語解説



